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第 1 回鎌倉版「スマートシティ」市民対話（2021.8.22 14:00~16:30） 

問いに対する主なキーワード 

【問い】 

鎌倉らしいスマートな課題解決策とは？ 

＜全体＞ 

・ 避難地域の電柱などに状況が色でわかるライトを埋め込むことで、外国人の人でもわか

りやすくなる 

・ SDGs 関連でリサイクル。子供たちと一緒に楽しく作るなど 

・ 鎌倉といえば海。海といえば漂流物やゴミにも悩まされているので、鎌倉らしさで双方

解決できたらいい 

・ シェアガーデンは、よいアイディア。空き地などを再利用して、マルシェや交流の場に

すると楽しみが広がる。ご近所プチマルシェができると楽しい。家庭菜園の野菜もどう

ぞってお庭を活用したい 

・ ドックランも少ないので、それも活用していけたらよい。犬は大好きだけど、飼えない

人もいるので、庭に一緒に遊びに来てくれると嬉しい 

＜グループ１＞ 

・ ポータルサイト、市民による市民のためのコミュニティと知りたい情報が得られる仕組

み、デジタルでコミュニティ補完、SNS を活用、 

・ 外国人・観光客は情報がわからない、ピクトグラム、ラジオ、翻訳・多言語対応 

・ 市民記者制度、ラジオのような身近さ、リアルタイム発信 

・ 災害時に自力での避難が難しい方や外国人に光で伝える 

＜グループ 2＞ 

・ 地域の支え合いを支えるテクノロジー、お地蔵さんに IoT 端末を設置、いろんなところ

に配置、助けを呼ぶアプリや位置情報 QR コード 

・ 地域密着、119 番の家 

＜グループ 3＞ 

・ バーチャルママ・パパ友、子育てに関する価値観と課題の共有 

・ 子育て中にわからないことがある、産婦人科が少ない、遊べる公園の情報がない、つな

がれる環境や気軽に相談できる環境がほしい 

・ 独自システムは作らない、すでにあるコミュニティサービスを活用 

・ みんなで解決できる仕組みが重要、課題が見える化すると意識も高まる、雑談にヒント

がある 

＜グループ 4＞ 

・ テクノロジーでトラディショナルをスマート化、スマート回覧板アクセスできない 2 割
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の人をどうするか 

・ 誰が見たのか？をとらえ、誰も取り残さない！ 

＜グループ 5＞ 

・ この地域に住みたい！世代間交流を生み出すご近所シェアガーデン 

・ スマートシティが出来上がった後の日常 

・ いろいろな人の困りごとが見える化する 

・ 世代を超えたつながり、ご近所のつながりの見える化 

・ この地域に住みたい！地域の魅力アップ、景観がグッドへ！空き家の解決に 

＜グループ 6＞ 

・ 情報をどう伝えるか？ 

・ 他世代とのつながり、若い人が教えてくれるのがうれしい？ 

・ 高齢者はどんな情報媒体を使っているのか、参加したくなる情報提供 

・ テクノロジーより人間のマインドが大事 

・ 見えるところに情報がないことが問題、関心の問題 

・ 手段ではなくコンテンツをどうするか、テクノロジーのハードルを下げる 

（以 上） 


